
暖かい陽気と共に、新しいクラスがスタートしました。新しい部屋・新しい担任の先生やお友だち・・・新しいことがたくさんの４月。子どもたちはもちろんのこと、保護者の皆様もドキドキされ

ているのではないでしょうか。新たな環境の中で様々な経験を積み重ね、保護者の皆様と一緒に子どもたちの成長を育んでいければと思っています。１年間よろしくお願いします♪ 

☆ 親子通園・並行通園について ☆ 

・親子通園では、子どもたちが持っている力を発揮し、家庭や地域での生活を充実して 

送れるように、１人ひとりに応じて支援します。 

   ・担任や保護者様と一緒に季節に応じた色々な活動を行い、「たのしい」「できた」 

「もっとやりたい」という思いをふくらませ、活動意欲を高めていきます。 

  ・子どもたちの様々な思いを丁寧にくみ取り、“伝わった”という思いを持ってもらえる 

ようにします。また言葉やジェスチャー等で伝え返し、個々に応じた表出手段が増える 

ように関わっていきます。 

・並行通園では、幼稚園や保育園、こども園より小さな集団で、自信を持って活動に参加し、 

子ども同士の関わりが持てるようにします。年間２回、担任が園訪問を行い、園での様子 

を直接見学し、過ごしやすさが増すよう、園の先生と情報共有を行っていきます。 

・必要に応じて分離での保育を実施し、並行通園先に近い環境の中で“自分の思いを発信する・ 

できることは自分でする”等が行えるようにします。 

別紙の“２０１９年度の通園の留意点”には、“欠席時等の連絡方法・警報発令時

の通園について・通園利用料の請求について・体調確認及び感染症による登園基準について”

等を記載しています。１度読んでいただき、いつでも確認できるようにしておいてください。 

２０１９年  ４月  １日 

      

 

 

NO.１８１ こども発達支援センター 通園部門 

 

  新しい年度となりました。今年の桜は少し早いということですが、すてっぷセンター園庭の桜

はどうでしょうか。ひとときでも皆様の目を楽しませてくれればと思います。 

  今年度は新しい元号になるということで、世の中も何やら新しい気分に満ちているように感じ

ます。この文章をお読みになる頃には、新しい元号が発表されているでしょうか。皆様にとって

もよい年になりますよう願っています。また、平成という時代を振り返るよい機会でもあると思

います。すてっぷセンターが開所したのが平成 15年ですから、その歴史は平成の後半 1/2と重な

ります。その時代は発達障害者支援法を中心に発達障害が広く認知されるようになってきた時代

でもありました。すてっぷセンターはそのまっただ中で働いてきたと言えるでしょう。そして次

の時代を迎えます。皆様にとってよりよい存在になるよう努力して参りたいと思います。 

所 長  平井 清 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

      

 

≪ 退職・所内異動・新規職員 紹介 ≫ 

退 職   作業療法士：大野 智佳子       言語聴覚士：八木 瑠璃子 

臨床心理士：武田 和士・中原 るい  児童支援員：酒井 珠代 

      相 談 員：田中 駿亮 

   ☆   ありがとうございました   ☆ 

 

所内異動  療育課 → 診療課：水落 香織   

新規採用   保育士：奥村 知世  保育士（産休代替）：工藤 雅美 

～   よろしくお願いします   ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ５にち  みどり Kくん  ( ３さい )   １９にち きみどり  Gくん （ ５さい ） 

１３にち  あか  Aくん （ ３さい ）  ２２にち きみどり  Aちゃん （ ５さい ）  

＜ 看護からのお知らせ ＞ 

・毎年記入していただいている、保健調査票（ピンクの用紙）は登園される時に提出して

ください（全通園児対象）。 

・検尿検査を実施いたします。～４月１７日（水）までに、登園される日の尿を提出して

ください。ご不明な点がありましたら担任、看護師まで声をかけてください（親子通園

児対象）。 

・４月１８日～２４日に身体測定(身長・体重・頭囲・胸囲)を行います。 

日時は担任からお伝えさせていただきます。 


